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．

昭 和 29 年 9 月 25 日 受領

　本報告に は ， 輪虫類 の lRM 。 n 。 gononta に 属す る 下 記 の 3 科 3 属 3 種 に 就 て ， 雄虫 の 形態 と そ の 季

節 的消長 の 概要 を扱 う事 に し た （，

　 Famjly 　Brachion 三dae 　　　　　　　　　　 Family 　Asplanchnidae 　　　　　 Family ・Testttdinellidae

　 I）Brachicmus　diversicornis　（Daday ：1　 2）Asptanchna　priadenta　Gosse　 3）P曲 」ゴロ 視 加 （HudSOn ）

　 10） Brachionus　 diversicornis（Syn ．　 Schixocerc−a 認 ” 8恵 砌 層 ∫ von 　 Daday ） ヅ ノ ワ ム シ ： 本種 の a は

Wesenbe ∫9−Lund （
’23，　P．244

，
　Tab ，　XII ，　figs．3−4）が 覲 察 して い る の み で あ る 。

　 Ah 】strom 　C4t〕，　P・161）は

Ni 宅ardy 　C　12〕を最初 の 6 の 発 見 者 と

し て い る が Nitardy の 原論文 の 掲載誌

は不 明 で あ る。 筆 者 の 調査 地 か ら は ，

主 と し て Ms か ら 採集 さ れ た 。

　 A ） 季 節的 消長 ： Wesmbe ・
19−Lund

〈
’23， p・2甥 は本種 を夏季 狭温性 の 種

と見 做 し て い る が ， 事実 ｝ 本種 の 単為

生 殖 雌虫 （99＞は M1 に 於 て は大体 ，

5 月上 旬 か ら H 月下 旬 に か け て 出現

し ，
Ri に 於 て は ，

7 月上 旬 か ら ］1 月

下 旬 ま で に 見 られ る 。 併 L ， 本 種 の
一

変 種　vaT ．　hOinbceres　（（：〔）．　NV　lcrzt“j　ski 　　　 ．

’91
， P．51 ，

　 fig．2）に ， 過 去 3 年 聞 を

通 じ ， 未 だ両地 点 の 何 れ か ら も見 出 さ

れ て い な い 。 処 女有性生殖雌 虫 （a♀）

推 M1 に 於 て は 9 月上 旬 か ら 出現，し，

種 の 最盛 期 は ， 通常 ， 晩 夏 か ら初 Ektc

亘 り， 有性世 代 は 専 ら此 の 期 間 に 限 ら

れ て い る故 ， 本 種は ま ず 単輪廻 性 と思

わ れ る 。 本種 の 有性生 殖雌虫 は 単為生

殖雌虫 よ ウも体 の 大 い さが 一
般 it大 で

あ る 。

　B） δ の 形 態 〔Fig．1）： 全長 ユ22μ・

体 長 7S−87μ ， 体 巾 44 −4S＃ で 9 の 大

い さ の 約
）t4．5 。 輪盤は 長 さ約 8A の 繊

Fig．　 L 　Males　 of 召砌 chieVtas 　 di
’
verStcornis 　 frO皿 Urawa ・

　AU ： Auricle ，　AM ： AmoebD 三d 　 cell ，　BR ： Brain
，　 CR ：

　Cirri
，　 DT ： Dorsal　 antcnna ，　EP ： Epiderlnis，　ES ： Eye

　 spOt
，　 FL ： F］ame 　bu星b

，　 1．T ： Lateral　 antenna ，　 LM ：

　Lon．　gitudinal 　retractor ，　 MB 　
：
　Mcinbrane ，　 OD ： Oil　drop ，

　PG ； Prostat己 gユand
，　 RM ： Ring 　 mu 写Glc ，　 PR ： Proto −

　nephridivm
，　 SD ： Spermatid，　 RS ： Ro ｛1　 sperm ，　 TE ：

　 T く幽e．

毛 で 被われ ， 頭部先 端 に は そ れ X り長 い 繊毛 〔13μ）が密生 し て い る 。 そ の 両側 に は 繊毛叢を 有す る 耳状突．

起 が あ 軫， 概 し て
， 第 二 報 に 述 べ た Brachiontts（鈴本 ，

’55　b．　fig9・．1−4）の 頭部 と よ く似 て い る。 被甲 は よ く

発達 し て お り， 大 い さ 52−6L7　x　44 −48ps
， 外形 は

一
見 Weg．enberg −Lund 　C231　Tab ・X1

，
　fig・　・？）の B ・　Pala

．（Syn．　B，毋 加   9 螂 ）に 似 る 。 収縮 時 に は ， 左 右 両 端 の み な ら ず 中央 部 に も明 か に 突起が 認 め ら れ る が ， 但 ．

し之等 の 携 造 は ， 充分仲 長 し た 薩体 で は殆 ど不 明で あ り， 種 を識別 し得 る程 の 標徴 は 示 さ な い 。 皷甲前縁直

下 に は ♀ に 見 ら 九 る よ うな摸状 構 造 が あ る 。 消 化管 は 退化 し て 細 り， 胃腺 は殆 ど認 め ら れ な い 。 脳 は大 い さ

（ 15 、
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約 IBx20p ，そ の 後 方 に は 鞍 ）そ れ の 如 く X 型 を し た赤 色 の 瞑 点 が 1 ケ あ る 。 触感 器 は 背 面前方 と両側後1

端部 と に 見 られ る 。 原腎管 ほ対 を な して体側 を走 1丿 ， 火焔球茎 は 3 対で あ る 。 筋肉系は BrachianttSの 諸種

に 見 ら れ る もの と概 ね 同 様 。 精巣 は 西洋 梨型 で 大 吟 さ 20−30 × 35−40 μ。 脚 は約 33 芦 で そ の 先 蟐 に は 属

Brachionus　 tc見 られ る様 に 長 さ約 8i‘ の 趾 が 1 対 あ る。 脚部 背面 に あ る 陰茎 は ， 充分伸 長 した時 は長 さ約

45　lt で
， 脚 よ りは る か に 長 い 。 巾は約 1SA で 先 端 に 向 つ て 細 くな つ て い る。 陰茎 の 先 端 に 近 く ， 両側 に ，

繊毛 束 が あ り，ル 4α 侮 ♀ の 後端 部 の 繊 毛束 に 見 ら れ る よ う な運動 を し て い る 。 摂護 腺は 大 きヶ塊 を な し，轜

精 管r（　en　m す る 。 該 菅 の 内 面 は 繊 毛 で 覆 わ れ て い る。 本 種 は 古 く属 及 檎 o ‘σ 佩 の 下 に Mono −typc と し て

知 ら れ て い た の て 〔Co．　 Harring ，
，13，　P．9−1）， 我 が 国 で は 現 在 で も種 名 Schizocerca　diversico7vtis が 一般

に 用 い ら れ て い る b ：
， 既 に Remane （

’33，　P．515 ！．　Ahlstrom （
’40

，　P．161），　Carlin （
’45

，　P．17）は ， ．雌 虫 の

類似 点 に 基 い て
，

こ れ を属 Brachiortttsの 下 に 扱 つ て い る 。 ？ に 於け る と 同様 δ の 休 制 も， 上 記 の 如 く Bra −

chimrids の 諸 種 と は 極 め て 近 縁 で あ り， 敢 て別属 と し て 扱 うに 充分 は標徴 は 認 め る 事 が 出来 な い か ら ， 筆 老
一

は之 を B
厂achionits に 属 せ し め る方 が よ り適 当 で あ る と 思 う。

　 H ） 乃   ／硼 c 加 α 鋼 露 襯 α フ ク ロ ワ ム シ ： 本 種 の δ は Gosse 〔18SO｝に よ り始 め て 見 出 さ れ ， そ の 後

Hudson −Gosse　C98，　p，123），　 Daday ぐ91，　p，79），　 Webcr ぐ98，　p ．378），　 Wesellberg・Lul｝d （
’23，　 pp ．256−・9．　．

Tzb ．　V
，
　fig，6．，Tab ．　X’1，　figs．6−7，　Tab ．　VIIjg ，1）等 に よ 1）記録 され て い る c ワ ム シ の 6 と し て は ， か

な り普通 の もの で ，筆 者 の 調 査 地 か ら も多数 見 出 され た 。

　 A ） 季節 的消 長 ： 本種 99 は 概 し て 多 年 生 で あ る が ， 冬季 に は あ ま り見 ら れ な い 。 δ9 は 主 と し て MI に

出現 し ， 通常 ，
6 月下旬 か ら 7 月 下旬 に 亘 つ て 雄虫後籥分 娩 を 営 み ，

11 月下 旬 に 再 び 生 殖期 に 入 る 。 時 と

し て 4 月 に ， 早 く 亀有 性 生 殖雌 虫の 出現 する事 が あ るが ，非処 女有性 生 殖雌 虫 （D ♀）は 主 と し て 初 夏 と晩

秋 と に 出現 す る の で
， 本種 は ま ず 二 輪廻性 と思 わ れ る 。 傷 Lehmensick ，1

’2　6）は 本 種 に 於 て
‘‘ft−・母 体

内 に 耐 久 卵 と S を 有す る 有性 生 殖雌虫 （δ十 D ）♀ が あ る
）’

事 を 既 に 報 じ て い る が ， 筆 者 は 4 月 21 日 M 丘

か らの 採 集価体 に 同様 の 事 実 を確 め （Fig．2
，
　E ）， 更 に 7 月 8 日 Ml か ら の 個体 中 に ， 同

一
子 宮 内 に 単為

生 殖卵 と有性 生 殖卵 の 存 す る事 （♀＋ 6）9 を見出 し た （Fig．3｝。

　 B〕 3 の 形態 （Fig．2）： 体長 235−295p，高 さ t20− 132μ で ♀の 大い さ の 約
且

尸
i2 ．5。 浦和産 ワ ム シ の δ と し

て は か な り大 きい もの で ある 。 輪盤は繊毛 で 戳わ れ ， 頭部先 端 の 中央部 に は繊毛束 が 見 ら れ る 。 頭部両側 に

は ， 繊 毛叢 を有 す る 耳状 突起 が あ り， そ の 部 に は約 3 ケ の 細 長 い （15
−20× IO−13μ｝細胞群 が あ る 。 被甲 は

♀ と 同様 に 発 達 し て い た い 。 外形 は 本 種 の 9 及 び Carlln　C39，　p ．6，　Abb ，】）の A 加 η 鹿 ’々∫ と よ く似 て い

る 。 既 に Gosse
，

“
’
esenberg −Lund が 手旨摘 し て い る よ う に ， 消 化管 は 発達 し て お ら ず ， 構 造 上 ， 寧 ろ 精巣

の 支 持器 官 の 感を 呈 し て い る 。 胃腺 も認 め ら れ な い
。 脳 は大 い さ約 28−39x20 μ の 細長 い 神経箘 で

， そ の 前

方 と後方 に は ， 夫 k1 ケ の 赤 色瞑 点 が 認 め ら れ ， 後方 の もの は 前方 の もの よ りも大 きい 。 触感器 は ， か な り

よ く発達 し て ts り， 背腹両 側面 に 対 を な し て 見 られ る 。 原 腎管は 孚 と ほ ぼ 同様 に 発達 し ， 火焔球茎 は 2−4 対

認 め られ る 。 火餡球 茎 の 数 は ，？ に 於 け る そ れ の 数 と ほ ぼ一致 し て お り，Carlin　C39，　p．5）に よ れ ば，本属

の 分 鬣 に 於 て か な り重 要 な標 澂 に な り得 る と云 う 。 原 腎管 の 発達 度 に 関 し て は Wessenberg−Lund の 記録 せ

る もの と は多少異 っ て い る。 如ち ， 筆者 の 扱 っ た個 体で は ， 腺状部 D ・ii・…sent ・il似 R ・m ・n ・・

’33・
　PP ・　383−

86＞亀含め て ， 何れ も巾 10− 11μ，長 さ 63μ で あ り， 従 つ て
， 主 と し て 腹部 に 限 ら れ て 発 達 し て い る 。 これ

に 反 し，Wescnbcrg ・Lund （Tab ・VII ，　fig．1）は該管 が
‘‘

か な り頭 部 の 方 に 迄伸 び て い る
”

事 を 示 し て い る 。

こ の 発達 の 相 違 は ， 少 く と 逮筆 者 の 観察 した 限 りで は ， 虫体 の 状態 の 変化 〔例えば収 縮 な ど）に 依 る もの で

な い 事 は 明 か で あ る 。 膀胱 は あ ま りよ く発 達 し て い な い ⇔ 体表面 は 幾 分硬 化 さ れ て お り， そ の 直下 に は腺状

構 造 が み られ る o なお ， 背面後方 に は ， ？ に 見 られ る よ うな ア ミ ーバ 状細胞 が あ る が ， 消化管附近 で は ， そ

の 存在 は 不 明 で あ つ た s 筋肉系 は よ く 発達 し て 才⊃ り，9 の そ れ と大 差 は な い 。 特 に ，両 触感器 の 中 央部 に は t．

筋肉 が放射状 に入 り込 ん で い る 。 環筋は約 7 本 。 縦筋 は 陰茎部 に も見 られ る 。 ♀ に 於 て は ， 発 生 途 上一
時的

に 脚 が 現 わ れ る が ， 1 の 発 生 に 於 て は 確 認 出来 な か つ た 。 糖 巣 は 西 洋梨 型 で あ る が ， 体 に 比 し て 小 さ く （45

（16 ）
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x23 幻 且 ， 体後方 黄 講 部 に 偏 在 し て い る ． 輯精管内面 は 比較的 短 い 繊 毛 で 被 わ れ て い る二精子 形成細腱 は

径約 3μ 。 SE−’1・に は 二 種 籾 ・ 桿亀瀧 子 賑 さ 1・
716t

・ で 輸縮 の 近 くに み ら れ る肩 蟻 線は楕月形 で 冫燵

く 22−32× 10−12μ c 飜 出 1，た陰 …茎の 形 状 ゴFig．2．　B
’
：Cd　 W 鷹 nberg −L 跏 d の 図示 し た も の （Tab ．　VI ，　figs，

6−7）と は 著 し く異 つ て い る o

1

驪 タ

R

距

Fig，2．

　 C ，Imtera ］ view

　 and 　dcriuunl ，

0　　　　　　　5D　 　 　 　 　 　 　 　 　 まの

L 一 亠 ．．L ． LLLL ； μ

一 一

ト

レ
LLx

tLj

／
E

嬾

Males 　 of 　Asp．ian ．chna 　p ，
’iode／itdi

’from　Urawa ，　 A ，　 Head 　 reg．　iOn，　 B．尹enis ，

　　　　　 D ，〔】臥 ida ］ region 、　E 、　 A 　 1 ：｝icしic　fcTnale．　 zvith 　 1“
’
o 　kinds　ofcggs

，
　rnalc

〔i7 、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12）　Pedatia　 mira ミジ ン コ ワ ム

　 　　 シ ： 本種 の δ は Hudson −Gosse （
’89，

　 　　 II，　P、133），　 Whitney （
，16），　 Wcsen −

　 　　 berg−Lund 　C’23，　 pp ．291−97，　 Tab ．

　 　　 XIV ，　figs．7−8）等 に ょ っ て 観察 さ

　 　　 れ て い る 。 筆 者 の 調査地 で は Ml か

　 　 　 ら見 出 さ れ た 。

　 　　　 A ） 季節的 消長 ： 本 種 韓 は 斗 月

　 　　 下旬 か ら 9 月 下旬 頃 ま で 現 わ れ る

　 　 　 が ， 饒 産 す る の は 高 温時 の 7 月 下旬

　 　　 か ら 8 月 下 旬に か け て で あ り， 低温

　 　　 時 に は 全 く見 ら れ な い 。有性 生 殖 帷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 虫は ， 過 去 3 年間 ， 何 れ も 8 月 中旬

　Fig．3．　 Afernale 　 of ・4sP，tattahna 　priodanta　 with 　 two 　kinds　　 か ら 9 月 下旬ま で の 限 ら れ た期 日 に

　　・f ・g9… mi ・ti・　
・ nd 　

’nzle ・
　 　 　 　 　 　 　 　 の 柮 現 し た の で ， 本種 は 夏季狭 m

性 の 種 で あ り ， 単輪廻性を 示 す と 思 われ る．、

　B ：1 δ の 形態 （Fig ．1
’
］ ； 体長 27−48μ ， 巾 27−io μ で ♀ の 約 1

ノ， 。 浦 和 産 ワ ム シ の δ と し て は ， か な り小

さ い もの で あ る 。 輪 盤 は 識 毛 で 被わオ1 ，耳状 突 起 に は 繊毛 が密生 し て い る事な ど 他 の 属種 の と同 探で あ る が ，

頭部 に は Bra 「ftiOttidae，　Asptranchnidaeに 於 け る如 き剛 毛，繊毛 束 を 有 し な い 。 被 甲 は ♀ と同様 に 発 達 し

て い な い が ，

・
表面は キ チ ン 状物質 で か な り硬 化 し て い る っ 体制 は ？ の そ れ よ り著 し く退 化 し て い る 。 即 ち，

本種 9 に 特有 な 6 ケ の 游泳用 附 属肢 に 代 り，
δ に は ， 背面 と両 側 に 計 3 ケ の 小突起が あ る に 過 ぎ な い 。 そ の

中 ， 両 側 の もの は大 い さ 15× 8p で 存在 も明瞭 で ある が，背面 の そ れ は ，時 に 認 め られ ぬ 事 もあ る 。 こ の 突

起物 の 先端 に は 硼 毛 （長 さ 5−8μ）が あ り， そ の 構造 か ら し て 触感 器 の 作 用 を なす もの と 思 わ れ る ウ
N・Vescn −

bcrg−Lund に よ つ て 既 に 指摘 され て い る 処 で あ る が ， 該附属突起黝 の 先端 に は ，　 Hudson −Gosse・Whitney

等 に よ つ て 匠示 され た 如 き長 い 剛 毛 は，

全 く認 め ら れ な か つ たり一
方 ， 両 聞 の 突

起物 の 位置 に 葭 し て ，
We5enberg −Lund

（figS．フー8）は 該器官が
“
精巣 の 前方 に 位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　踏
置す る

，，

事 を記録 し て い る が ， 筆 者の

検 し た 15 ケ 体 で は 何 れ も後方 で
，

こ の

点 で は ，Huds （）n −Gosse ，　 NSThitney の 闘

示 せ る 亀の i’：極 め て 頓 似 し て い る 。 背面

に は ♀ に 見 る よ う な か な り長 い 触感 毛

一
Fig．4．　ATnale 　 of 　Pedalia　 7？tit

’
a 　 Erom　 Urawa ・

（ea ，20，‘，llを有 3 る。 脳 の 前方 に は ， 9 に 於 け る と 同様 に ， よ く発達 し た 頂瞑点 が 1 対あ る っ
こ の よ うに 発

達 し た瞑 点 は ， 同 じ科
’1’estftdineUidae に 属づ る Prnnf）ho！yx（鈴木 ，

’SS　a ，　fi　g・8）に も見 ら れ る 。 消化器官

系は著 し く退 化 し， 胃腺 も認 め 難 い っ 原 腎管の 存在 に 関 し て は ， 前 記著者 等 は 何 れ も 之 を見 落 し て い る が ，

実際 に は 明 か IC体 両 側 をfa　b，火娼球茎 は 側部 附属突 起 の 蔔」後 に 夫 々 1 対宛見 出さ れ た 。 縦筋 は P・・np ，holyx

と同檬 で あ る が ， 環筋 は 4 ケ 存 す る ． 小 さ な油 滴は 楕 巣 附 近 に 散在 し て い る 。 精巣 は 球型 で 体 に 比 し て 大 き

く径 10−15栴 桿状 精 子 は 認 め ら れ る が そ の 数 は 少 い 。 脚は 全 く認 め られ な い 。 陰茎部 は 通常体 内 に 収 め ら

れ て お り， 幾 分 キ チ ン 化 した 基部 だ け が 体表 へ の 小突 出 と し て 認 め ら れ る 。 陰 茎 開 口 部 は．nt　it背画 に 位 し て

い る 。 摂護腺 の 存在 は 朗 か で な い 。本 種 に 於 て は ， 未 だ総排泄轡 に よ る交 尾 を観察 し て い な い が 過 力墫 の 頭

部 に 接近 し 且 つ そ の 部 に 吸蒼 し乍 ら行動 を共 に して い る状態 （Krtits・chmal ，

’08 に よ り記録 され た Anttraea

（ ］8 ）

’
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d ・nteata の 交尾 を参黝 は・か な 硯 受 け れ た e 　 f・は 他 f） ワ ム シ （・．　g 　B 縦 ん加 嚼 懲 〔 出 ［ゆ 浮 vaMi動 物

く・・　9・　C ・P・p ・d ・・）の 体部 に も接近 し同様 の 行動 を と る あ 吸着 し て lri る時 間は．同種閲 の 方 が は るか に 長 い 。

δ が一見 相手 を選択 す る が 如 く に 行動す る事 及 び同種 の 早 で あ つ て も主 と し．て D ♀ に 向つ て 突進 し て ゆ く事
な どか ら ， 成 熟 し た 9 は 何 か あ る物質 を水中 に ．放出 し，tiは そ 才丁．に 引寄 せ られ る の で は な い か と さ え思 わ t，　L
．る D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 交 　　　　　「献

　　Carlim
，　B ，，39．　 Med ．　f，　Lunds 　Univ．　Limnol ．　 lns 匸．

， 2．　 Lehmensick
，
　R ．’26　Zeit．£ N〜

・jss　Zoo 】．
128・　 鈴 木 実

’55a 、動雑 64．2．一 一’55．　b．　lbid．　Whi 重ney
，　D ．　D ．’

】6Jo ロ rn 、　Exp ．　Zo 。L
，
20，

R ξsum6

On 　 the 　General　 Structure．aDd 　 the 　 Scasona10ccul ：tence 　 of 亀he

　　　　　　　　Males　in　S・me 　Japan・ se　R ・tifcrs　 lll．

］　din  1
’
u 　 SUDZUKI

Zoo ］  gica ｝ Ins乳it田 e ，）
’
acu ！tY　or 　Sci¢ rce ，　Tokyo 　U11玉verslty

．
　of 　Educat 弖on

　　　This　p ・ p ・ r　de・ 1・ witl ・ τhe　g亡 n ・・a ユ ・t・ じ・它u ・・ and 　thc 　s・ a ・。 n ・1 … u ・・en 。。 ・ f　 thc 、 na 】es　 in　 th ，。 ，

・P・ ci ・s ・ f … lf・・… c ・ ・r三・ g　i・ ・b・ ・am ・ habi ・・・… 一 ・i。 ・ ・d 沁 ・・y　p ・・ vl 。・ ・ P ・p ・ r 〔
・50，　Z 。・ 1．　M 。 g．

L64・4）・ 10）Bra ・hi・ ntt ・ 匸＆ ゐ’・… 脚 3 伽 ・・珈 痂 ・ rD ・ d ・y）・ Thi ・ ・p ・・i・ ・ i， 。 ，。 mm 。。 、1，n 。 th 。。 、、，ai

：f° 「m ・MD ・ 。・y・li・・ Th ・ 醇 f− 1… pP ・… di ・ ・h・ b ・girmi ・ 9 ・f　S・p・・川 b ・・．　 T ・t・ U ・・ 9 ・h　 l22
μ ，

bod ソ　1ength　フ8−8アμ，　wjdt ヒ　44
−48μ．　Lorica 　52 −62μ　in　】ength ，

44 −48
μ in　width ．　　The 　s．　［ructurc 　of

’・nale ・ a ・ w ・］1　 ・・
　 fe… a1 ・・   f　th・ p・・… t ・pec壬・・ i・ d 。・・］y ・ 1亅i・d　t。　th … f 伽 ・ゐ加 ・・．s−speci 。 い Q　 th 。 ，

跚 … 軅 … d 戚 b。 ・・g ・・d ・d ・・ ad 三甑 ・呂・ nu ・・ ロ ）五助 ・・伽 妙 鋤 焜 ’・ G ・・… 丁 漉 p・。，。n ・

．sp ・ ci・・ i・ rath ・・ p ・・c ・ ・ i・L　 Th ・ mi ・ti・ f・・nal ・・ 。ccu … di ・ M1 丘・ … th … d ・f　J・ n ・ t・ 出 。 。 nd 。 f

Ju1γ and 　appearcd 　again 　…n 　the 　cnd 　of　NovcmbeL 　　This 　species ，　 thereforc
，
　is　considered 　重o　be　dic、℃

−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J
］ic．　In　add 三重ion ．ro 出 e　relation 　alnon 彗 thτee 　tYpes 　of 　fama ！es ，　nameZy ，♀♀， 6♀ and 　D ♀，　both 　kinds　of

mi ・ti・　 ・g9 ・ 〔ef ・L ・hn ・en ・・i・k・
’26）w … r… 9 ・ i・ed 　i・ th ・ u 重・・u ・ （軸 … m ・ m ・ih ・… AP ・il　21

，
and

，

f… h ・r・n1 …・ti・ ・ 皿 d ・ … i・ ・…c 　eg9 ・ we ・・ fo・ nd 　l・ th ・ sa 川 ・ ut … ミ 。・ 」・ 1＞・　8，　 in 畫h 。 】。t亡。， 。。 、。，　i。，、1a 【。，

7P 「°duci・ g 。 n ・ ・vas 　 si・・ 飢 ・d … h ・ 1・ ・… 置 ・id・ 。f　ex ・ ・ e ・。・y 。 ・g … 　 B ・dy　235−295 、・　 r・ ・ 9 ， 」tO−B2 μ

widc ． 12）P ぬ Jfα 痂 厂 o （Huds 鋤 ： All　spe 曲 i／e聡 of 　the 　spccles 　w 。 re 　c 甜 ected 丘om 　M1 ．　 A 　mOno −

icy ・ lic・umm ・・ f。 rl … Th ・ m ・1・・ ・… rr ・d　f・。… h… idd1・ ・f　A ・ g ・ s・ t・ 眈 ・・ d 。f　S・pt・ ・nb ・，，　 B。 dy
length 　2フー48 μ ，　 widtll 　27−40μ ．　 The 　doaca 監 copulation 　has　nevor 　been 　 obsefvcd ，　 bu 詫 しhe　 rnale 　often

．attaches 　itsolf詫o 　the 　feTna］e 　at 　het 　head ．

正 誤

：本 誌第 64 巻第 4 号 鈴本実兵 論文 中 】32 頁 第 2 図 の D ，E ，　F の 図 が 脱 落 し ま し た ． お 詫 び致 し ま す 。

　　　　　　．　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 動物学 雑 詰編集委員
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